
局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

・「保健」や「理科」の授業を通じて「男女の性差」「二次性徴」「生命の尊さ」等を学習する。中学校では、「こころの教育推進事業」を
活用して産婦人科医師や助産師などを招き、性教育の講演を行った学校もあった。
○「こころの教育推進事業」で性に関するテーマの講演を実施した学校：11校

小10校・中17校

関連する計画

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

「保健」や「理科」の授業を通じて「男女の性差」「二次性徴」「生命の尊さ」等を学習する。小・中学校では、「こころの教育推進事業」
を活用して産婦人科医師や助産師などを招き、性教育の講演を行った学校もあった。
　○「こころの教育推進事業」で性に関するテーマの講演を実施した学校：小学校1０校、中学校１７校

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

参
考

方針

5111

１　女性の健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）に関する意識の浸透 重点方針

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5111

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

現在は、単に生殖や健康教育に関する学習だけでなく、人間関系の教育、個人の尊重にもつながる人権教育として「性の
教育」が位置付けられている。
家庭でも学校でも避けてしまいそうになる分野の一つであるが、性の知識はもちろん、人間関係の教育、個性の尊重にも
つながる大切な学習であることから、表現を「性教育」ではなく「性の教育」とし、その推進を図られたい。

達成している 下回った 備考

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

「こころの教育推進事業」等において「性の教育」に関する講演会が広がるよう、情報提供に努める。

学校では、「保健」や「理科」の授業を通じて「男女の性差」「二次性徴」「生命の尊さ」等を学習している。今後も、小・中学
校で、「こころの教育推進事業」等の機会を活用し、「性の教育」の推進を図るよう努めたい。

評価１

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

事業内容

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

１　学校等における性教育の推進

保健所等と連携した性教育を実施した校数の割合

性教育の推進

学習指導要領に基づき、発達段階に応じた生命と人権を大切にする性教育の推進を図る。
※なお、現在は、単に生殖や健康教育に関する学習だけでなく、人間関系の教育、個人の尊重にもつながる人権教育として
「性の教育」が位置付けられている。

小学校にも拡充した「こころの教育推進事業」において性教育に関する講演会が広がるよう、情報提供に努める。

教育委員会事務局 学校教育課 事業番号

増加 中学校7校26年度目標値
達成
年度
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

児童生徒が気兼ねなく訪問できる開かれた保健室・相談室のために、環境づくりを進める。専門家・関係機関等との連携を深
める。

・小学校でも、中学校でも、養護教諭やスクールカウンセラー等が児童生徒から性に関する悩みの相談を受けた時には、丁寧に個
別に対応している｡
○校種別年間の相談件数：小学校88件（二次性徴・身体の変化75件、デートＤＶ0件、男女交際6件、その他5件）。中学校354件（二
次性徴・身体の変化99件、デートＤＶ8件、男女交際178件、その他69件）。高校63件（二次性徴・身体の変化6件、デートＤＶ6件、男
女交際41件、その他14件）。
※別紙あり

思春期の性に関する心身の悩みの相談

保健室等で個別指導や教育相談を行うなど、性の不安や悩みに対する相談や性への健全な態度を培うように努める。

関連する計画

評価１

教育委員会事務局 学校教育課 事業番号

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5112

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5112

（ＡＣＴＩＯＮ）

児童生徒が気兼ねなく訪問できる開かれた保健室・相談室のために、環境づくりを進める。専門家・関係機関等との連携
を深める。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

小学校でも、中学校でも、養護教諭やスクールカウンセラー等が児童生徒から性に関する悩みの相談を受けた時には、丁寧に個
別に対応している｡
○校種別年間の相談件数：小学校76件（二次性徴・身体の変化70件、デートＤＶ0件、男女交際3件、その他3件）。中学校396件（二
次性徴・身体の変化123件、デートＤＶ11件、男女交際183件、その他79件）。高校71件（二次性徴・身体の変化3件、デートＤＶ5件、
男女交際59件、その他4件）。
※別紙あり

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

１　女性の健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）に関する意識の浸透

５　女性の生涯にわたる健康の確保

１　学校等における性教育の推進
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学
校
等
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
の
取
扱
い
に
か
か
る
啓
発
・
指
導
を
行
う
。
青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
図
書
等
の
回

収
を
実
施
す
る
。
カ
ラ
オ
ケ
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
等
の
出
店
場
所
や
青
少
年
の
集
ま
り
や
す
い
場
所
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
「
環
境
実
態

調
査
」
を
実
施
す
る
。

　
【
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
】

有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
継
続
的
活
用
と
、
有
害
情
報
に
係
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
追
加
・
削
除
フ
ィ
ル
タ
ー
の
拡
張
に
伴
い
、
有
害
情
報
除
去
に
関
し
て
よ
り
細

や
か
な
設
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
削
除
フ
ィ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
生
徒
が
主
体

的
に
性
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

　
【
青
少
年
課
】

・
情
報
化
社
会
の
中
で
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
青
少
年
が
知
ら
な
い
う
ち
に
被
害
者
や
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
た
め
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
を
青

少
年
健
全
育
成
・
非
行
化
防
止
・
環
境
浄
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
通
し
て
広
く
市
民
に
啓
発
す
る
。

・
市
内
の
学
校
や
市
民
に
対
し
て
青
少
年
健
全
育
成
・
非
行
化
防
止
の
標
語
を
広
く
募
集
し
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
青
少
年
の
非
行
化
の
防
止
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
持
つ
。

・
街
頭
補
導
活
動
に
お
い
て
、
巡
回
に
よ
る
抑
止
効
果
を
図
る
と
と
も
に
、
声
か
け
し
た
生
徒
・
児
童
に
対
し
て
、
ス
マ
ホ
の
危
険
性
な
ど
の
リ
ス
ク
を
教
え
る
。

・
補
導
委
員
に
対
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
つ
い
て
の
研
修
を
継
続
し
て
取
組
む
。

【
青
少
年
課
】
尼
崎
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画

１
　
女
性
の
健
康
と
権
利
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）
に
関
す
る
意
識
の
浸
透

１
　
学
校
等
に
お
け
る
性
教
育
の
推
進

有
害
情
報
の
規
制

関
連
す
る
計
画

平
成
２
６
年
度
【
第
２
次
尼
崎
市
男
女
共
同
参
画
計
画
】
　実
施
状
況
調
査
票

事
業
番
号
/

事
業
名

施
策
の
方
向

事
業
概
要
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

○

基
本
目
標
５
　
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
確
保

実
施
内
容
（
Ｄ
Ｏ
）

２
６

年
度

　
【
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
】

有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ィ
ル
タ
の
継
続
的
活
用
(平
成
2
0年
8
月
1
日
よ
り
更
新
実
施
)。
有
害
情
報
除
去
に
関
し
て
細
や
か
な
設
定
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
、
学
校
側
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
学
習
活
動
時
に
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
性
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
。
　
【
青
少
年
課
】

○
有
害
環
境
等
実
態
調
査
を
実
施

＜
少
年
を
取
巻
く
有
害
環
境
等
実
態
調
査
＞
調
査
期
間
：
平
成
2
6年
 6
月
1
日
～
 6
月
3
0日
 平
成
2
6年
1
1月
1
日
～
1
1月
3
0日

・
ビ
デ
オ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
店
舗
の
現
状
調
査
を
6
月
及
び
1
1月
に
実
施

・
環
境
調
査
集
計
表
、
迷
惑
ビ
ラ
回
収
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

○
1
1月
市
民
啓
発
と
し
て
阪
神
尼
崎
駅
周
辺
に
お
い
て
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
等
を
は
じ
め
と
す
る
有
害
環
境
の
浄
化
を
目
的
に
、
青
少
年

健
全
育
成
・
非
行
化
防
止
・
環
境
浄
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

○
青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
図
書
等
の
回
収
を
実
施

＜
有
害
図
書
類
の
回
収
＞
回
収
期
間
：
平
成
2
6年
 1
月
 1
日
～
1
2月
末
、
累
計
：
5
,6
9
8冊
（
内
ビ
デ
オ
・
D
V
D
　
1
,8
8
6）

・
市
内
6
箇
所
（
6
行
政
区
）
に
白
ポ
ス
ト
を
設
置

・
成
人
向
け
雑
誌
な
ど
の
「
有
害
図
書
類
」
を
回
収
し
て
青
少
年
の
有
害
環
境
浄
化
を
実
施

・
投
函
物
は
週
に
一
度
回
収

・
回
収
さ
れ
た
投
函
物
を
分
類
や
集
計
す
る

○
9
月
尼
崎
市
少
年
補
導
委
員
（
環
境
部
会
）
を
対
象
に
し
た
少
年
事
件
の
流
れ
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施

　
（
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）

有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ィ
ル
タ
の
継
続
的
活
用
(平
成
2
0年
8
月
1
日
よ
り
更
新
実
施
)有
害
情
報
に
係
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
追
加
・
削
除
フ
ィ
ル
タ
ー
が
8
6項
目
へ
拡
張
さ
れ
た
こ
と

で
、
有
害
情
報
除
去
に
関
し
て
よ
り
細
や
か
な
設
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
削
除
フ
ィ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
性
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

　
（
青
少
年
課
）

○
有
害
環
境
等
実
態
調
査
を
実
施

＜
少
年
を
取
巻
く
有
害
環
境
等
実
態
調
査
＞
調
査
期
間
：
平
成
2
5年
 6
月
1
日
～
 6
月
3
0日
 平
成
2
5年
1
1月
1
日
～
1
1月
3
0日

・
ビ
デ
オ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
店
舗
の
現
状
調
査
を
6
月
及
び
1
1月
に
実
施

・
環
境
調
査
集
計
表
、
迷
惑
ビ
ラ
回
収
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

○
1
1月
市
民
啓
発
と
し
て
Ｊ
Ｒ
尼
崎
周
辺
に
お
い
て
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
等
を
は
じ
め
と
す
る
有
害
環
境
の
浄
化
を
目
的
に
、
青
少
年
健
全
育
成
・
非
行
化
防
止
・
環
境
浄

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

○
青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
図
書
等
の
回
収
を
実
施

＜
有
害
図
書
類
の
回
収
＞
回
収
期
間
：
平
成
2
5年
 1
月
 1
日
～
1
2月
末
、
累
計
：
6
,8
9
6
冊
（
内
ビ
デ
オ
・
D
V
D
　
2
,2
3
4
）

・
市
内
6
箇
所
（
6
行
政
区
）
に
白
ポ
ス
ト
を
設
置

・
成
人
向
け
雑
誌
な
ど
の
「
有
害
図
書
類
」
を
回
収
し
て
青
少
年
の
有
害
環
境
浄
化
を
実
施

・
投
函
物
は
週
に
一
度
回
収

・
回
収
さ
れ
た
投
函
物
を
分
類
や
集
計
す
る

○
1
0月
尼
崎
市
少
年
補
導
委
員
（
環
境
部
会
）
を
対
象
に
し
た
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施

前
年

２
５

年
度

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

２
６
年
度
に

向
け
た

方
向
性

重
点
方
針

方
針

5
1
1
3

事
業
内
容

参
考
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局
課

　
事
業
の
企
画
・
立
案
・
実
施
に
あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

　
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
に
実
施
し
た
か
。

　
対
象
者
と
し
て
男
女
双
方
を
想
定
し
た
か
。
ま
た
、
双
方
に
と
っ
て
利
用
・
参
加
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
た
か
。

　
文
章
の
表
現
・
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
男
女
共
同
参
画
に
配
慮
し
て
い
る
か
。

（
そ
の
他
の
特
記
事
項
）
　
↓

（
Ａ
Ｃ
Ｔ
ＩＯ
Ｎ
）

　
【
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
】

有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ィ
ル
タ
の
継
続
的
活
用
(平
成
2
0年
8
月
1
日
よ
り
更
新
実
施
)。
有
害
情
報
除
去
に
関
し
て
細
や
か
な
設
定
を
行
う
こ
と
で
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
表
示
に
制
限
を
か
け
て
い
る
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
学
校
側
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
学
習
活
動
時
に
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
性
の
教
育
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
【
青
少
年
課
】

・
青
少
年
が
知
ら
な
い
う
ち
に
被
害
者
や
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
小
中
学
校
の
健
全
育
成
会
議
等
に
お
い
て
、
保
護

者
に
対
し
て
ス
マ
ホ
の
危
険
性
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
広
く
市
民
に
啓
発
す
る
。

・
市
内
の
学
校
や
市
民
に
青
少
年
の
非
行
化
防
止
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
青
少
年
健
全
育
成
・
非
行
化
防
止
の
標
語
を
市
報
等
の
媒
体

を
通
し
て
広
く
募
集
し
た
り
、
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
非
行
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
や
有
害
環
境
調
査
の
実
施
。

・
巡
回
等
補
導
活
動
に
お
い
て
、
青
少
年
の
問
題
行
動
の
抑
止
効
果
を
図
る
と
と
も
に
、
声
か
け
し
た
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
ス
マ
ホ
の
危
険

性
な
ど
の
リ
ス
ク
を
教
え
る
。

・
補
導
委
員
を
対
象
に
兵
庫
県
青
少
年
愛
護
条
例
の
研
修
な
ど
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
つ
い
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

目
標
・
実
績

実
施
で
き
た

項
目
に
　

を
入
れ
て
く

だ
さ
い

目
標
項
目

2
8

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
事
業
を
実
施
で
き
た
か

5
1
1
3

評
価
２

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
数
値
目
標

評
価
３

（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
　
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
よ
る
指
摘
内
容

実
績
の
評
価

年度
2
5年
度

下
回
っ
た

2
6年
度

男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
よ
る
指
摘
に
対
す
る
対
応
等
に
つ
い
て

目
標
値

達
成
し
て
い
る

今
後
の
方
向
性

達
成

年
度

評
価
１

教
育
委
員
会
事
務
局

こ
ど
も
青
少
年
局

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

青
少
年
課

事
業
番
号
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

１　女性の健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）に関する意識の浸透

（ＡＣＴＩＯＮ）

 望まない妊娠、人工妊娠中絶の低年齢化に対しては、成長に伴う心身の変化や妊娠について、思春期に入る
小学生から正しい知識を伝えることが重要であり、引き続き実施していく。
 各校での性の教育を実施する際には、事前の打ち合わせから教諭と情報を共有し連携して行っていく。
また小中学校を通じた計画的、系統だった性の教育については、当課だけでは体制を構築していくことは、難し
く、次世代育成対策推進行動計画をふまえ、学校との連携の中で協力を得ながら取り組みをすすめていく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

 事前の打ち合わせなどを通して、学年担当教諭や性教育担当教諭、養護教諭等と性の知識や情報を共有し、児童・生徒に性に関
する健康教育を実施することで、性感染症や望まない妊娠の防止につなげる。
・学校と連携した性の教育 25回　1,154人(小学校7校、中学校3校）
　（成文小学校4年、七松小学校4年、園田南小学校4年、立花北小学校4年、大庄小学校4年、難波の梅小学校4年、金楽寺小学校4
年、若草中学校2年、武庫東中学校2年、園田中学校3年）
・教諭等への性の教育　3回　106人
　（養護教諭・保健体育担当教員などを対象とした講演会2回、成文中学校保健委員・教諭）

現在は、単に生殖や健康教育に関する学習だけでなく、人間関係の教育、個人の尊重にもつながる人権教育として「性の
教育」が位置付けられている。
家庭でも学校でも避けてしまいそうになる分野の一つであるが、性の知識はもちろん、人間関係の教育、個性の尊重にも
つながる大切な学習であることから、表現を「性教育」ではなく「性の教育」とし、その推進を図られたい。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5114

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

　小学校、中学校ともに思春期に起こる身体の変化について、正しい知識をもって、自分の心身を大切にできることで、相
手を大切に思え、守れること、「性」とは「心」に「生きる」という意味があることについても伝えている。事後のアンケートで
は生徒たちから人との関係性について心に残った意見が寄せられ、「性の教育」として、現在も推進している。

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5114

事業内容

達成
年度

参
考

評価１

健康福祉局 健康増進課　保健センター 事業番号

尼崎市地域保健医療計画、尼崎市次世代育成支援対策推進行動計画、尼崎市男女共同参画計画

望まない妊娠、人工妊娠中絶の低年齢化に対ししては、小学生の早い時期から、成長に伴う体の変化や妊娠や性感染症
等、性に関する知識を普及する健康教育の取組みが必要である。
小、中学校の性教育研究会等の教育機関と連携し、計画的な実施が出来る体制を構築していく。

学年担当教諭や性教育担当教諭、養護教諭等と性の知識や情報を共有し、児童・生徒に性に関する健康教育を実施することで、性
感染症や望まない妊娠の防止につなげる。
・学校と連携した性教育 24回　1,342人
　（武庫庄小学校、大庄小学校、梅香小学校、北難波小学校、小園小学校、塚口中学校、若草中学校、武庫東中学校、園田中学
校、尼崎工業高等学校）
・教諭等への性教育　2回　80人
　（市立小学校性教育研究会、武庫庄小学校学校保健委員会）

１　学校等における性教育の推進

学校と連携した性教育の実施

保健所・保健センター・各地域保健担当での随時相談を受けるほか、思春期の中学生等を対象に、「赤ちゃんふれあい体験
学習」を行い、命の尊さを学ぶ機会をつくり、将来親になる意識を育てていく。

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

１　女性の健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）に関する意識の浸透

（ＡＣＴＩＯＮ）

　妊婦同士の交流会や、先輩ママとの交流会を取り入れ、妊娠期からの子育ての基盤づくりを行い、子育てに
向かう母親の孤立化を防ぎ、夫婦、地域で子育てを行う基盤づくりを構築。妊娠期から、子育て支援を周知する
ことで、継続したサポートを行っていく。
今後も教室の周知について、インターネット等を活用し、市のホームページに年度当初に年間計画を掲載し、早
くに周知を図っていく。
　自分たちの食生活をふりかえることで「健康への意識づけの効果が期待できることから、夫婦で参加できるマ
マ・パパセミナーを平日、休日ともに継続して開催していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・調査の結果を踏まえ、教室の周知について、市のホームぺージに4月より年間予定を掲載し早くに周知を図った。
　ママやパパのためのマタニティセミナー　地域保健担当　68   回　909 人
　マタニティクッキング　　　　　　　　　　　　 　 健康増進課　24 　回　295人
　マタニティ歯ッピーセミナー　　　　　　　　 　健康増進課　 12　 回　 77 人

・両親参加の子育ての視点や家族の健康を考えるきっかけとして、これまで妊婦対象に実施してきた栄養教室や歯の教室につい
て、夫婦対象に休日に開催した
　休日版プレママ・パパセミナー　（栄養、歯）　健康増進課　5  回　58 組  116人

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5121

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5121

事業内容

達成
年度

参
考

評価１

健康福祉局 健康増進課　保健センター 事業番号

今後も教室の周知について、インターネット等を活用し、市のホームページに年度当初に年間計画を掲載し、早くに周知を
図っていく。
　自分たちの食生活をふりかえることで「健康への意識づけの効果が期待できることから、夫婦で参加できるママ・パパセミ
ナーを平日、休日ともに継続して開催していく。

・調査の結果を踏まえ、教室の周知について、市のホームぺージに4月より年間予定を掲載し早くに周知を図った。
　ママやパパのためのマタニティセミナー　地域保健担当　69回　834人
　マタニティクッキング　　　　　　　　　　　　　健康増進課　　24　回　336人
　マタニティ歯ッピーセミナー　　　　　　　　　健康増進課　　15　回　　69人

・両親参加の子育ての視点や家族の健康を考えるきっかけとして、これまで妊婦対象に実施してきた栄養教室や歯の教室につい
て、夫婦対象に休日に開催した
　休日版プレママ・パパセミナー　（栄養、歯）　健康増進課　4回　40組78人

２　母性保護についての意識啓発

ママやパパのためのマタニティーセミナー（両親学級）の実施

母性の保護及び新生児の保育を主目的とした「ママやパパのためのマタニティ－セミナー（両親学級）」を開催する。

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

（ＡＣＴＩＯＮ）

　若者を中心に広がるHIV・性感染症の予防のため、学校、地域、家庭等へ啓発のみならず、無防備な性行動
を抑制するための心の醸成と人間関係を構築できる取り組みが必要である。エイズ患者の増加にともない、差
別や偏見をなくす啓発に加えて、在宅療養を支援する体制づくりへの支援を継続する。
　子宮頸がんワクチンは、国の方針で平成25年6月14日から接種の積極的勧奨はひかえているため、今後の
国の方針にあわせていく。
　薬物の乱用については若年層への広がりと違法ドラッグが社会問題となっており、今後とも関係機関と連携を
図り、薬物乱用防止に努める。アルコール依存症者のうつ病やうつ状態、自殺が多いことから、国の自殺対策
強化基金を活用し、近年は啓発活動を続けて行ってきたところである。
　今年度より国の基金の10/10補助対象事業が若年者対象に特化されている。若年者が関わる「依存」の問題
が表面化することもあり、引き続き啓発活動を行えるように関係機関と連携して取り組んでいきたい。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

○「ダメ。ゼッタイ。」普及運動(平成２６年７月３日）対象1,000人
    ＪＲ立花駅周辺にのぼり・横断幕を掲出。啓発物品を配布した。
○中学校への薬物乱用防止啓発パネル展示（市立中学校６校）
   ３年間で全市立中学校を１巡する。
○HIV/エイズ講演会：青少年の育成に携わる関係者を対象に2回
　①平成26年8月27日14時～16時　参加人数56人　②平成27年1月22日15時～17時　参加人数46人
○市民対象街頭キャンペーン（エイズ予防月間1回）「ダメ。ゼッタイ。」普及運動と合同で実施
○園田女子大学けやき祭　パネル展示(平成26年10月19日）「輝く未来のために☆あなたとあなたの大切な人のために」をテーマに
20歳女子をターゲットにした性感染症の予防、健康づくりの啓発・相談
○ＨＩＶ啓発ポスター掲示　市内ファミリーマート36店舗（A4サイズポスター各1枚）
○AIDSポスター掲示　市内商業施設（あまがさきキューズモール、イオン尼崎店、アマゴッタ他　計13施設と市内小、中、高校70校
○薬物依存に関する啓発等(平成27年3月7日)「処方薬の落とし穴　知っておきたい精神科の薬のこと」　講師　新阿武山クリニック
平野建二医師　一般市民　85人参加

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5211

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5211

事業内容

達成
年度

参
考

評価１

健康福祉局 保健企画課　感染症対策担当　健康増進課 事業番号

地域・職域を対象とした健康講座、エイズ予防啓発キャンペーン、覚醒剤乱用防止キャンペーン等を通じ、喫煙・アルコール・
薬物・ＨＩＶ／エイズ・性感染症に対する予防啓発を図る。

・26年度も引き続き小中学生ら低年齢層へ向けた薬物乱用防止意識の普及・啓発に重点を置いて行っていく。
・HIV／AIDS性感染症について、若者への講演会等による啓発の充実
・HIV感染者の支援のネットワーク作り・支援体制の強化
・子宮頚がん予防（子宮頚がん予防ワクチン）について、教育関係者及び一般市民への啓発の強化

○「ダメ。ゼッタイ。」普及運動(平成２５年７月４日）対象1,000人
    ＪＲ立花駅周辺にのぼり・横断幕を掲出。啓発物品を配布した。
○中学校への薬物乱用防止啓発パネル展示（市立中学校７校）
   ３年間で全市立中学校を１巡する。
○啓発用リーフレット（HIV）の配布（街頭キャンペーン及び講習会開催時に配布）2回　3,000部配布
○啓発講演会の実施(計3回（参加者　計153名）
　①「思春期に多い性感染症について」平成25年7月18日　講師：尼崎市保健所保健師小倉広美　参加100人
　②「HIV感染者・エイズ患者の治療の現状について/HIV感染者・エイズ患者の在宅支援について」平成25年8月7日　講師：県立尼
崎病院血液腫瘍内科　林孝昌医師/ＨＩVと人権情報センター　桜井健司氏　参加30人
　③「青少年とエイズ・性感染症について」～YYSP「若者相互によるAIDS啓発プログラムの実践」を通じて　平成25年12月9日　講
師：HIVと　人権情報センター　理事　尾澤　るみ子氏　参加23人
○検査及び相談実施　HIV検査４５６件　相談601件
○アルコール依存症に関する啓発等
　①平成26年2月19日「アルコール依存症知っておきたい知識と理解」講師：新生会病院水野副院長、小串ソーシャルワーカー支援
者対象43人参加（別紙へつづく）

２　女性の一生涯にわたる健康の保持増進

１　女性の健康をおびやかす問題に対する予防・啓発

喫煙・アルコール・薬物・ＨＩＶ／エイズ・性感染症に関する啓発

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

２　妊娠・出産期における女性の健康支援

各種教室（思春期・エイズ・禁煙・成人健康）・保健師の健康相談

思春期の健康、エイズ、喫煙の健康影響を啓発し女性の健康づくりを図る。また、学校と連携して防煙教室を実施する。

評価１

重点方針

5221

健康福祉局
健康増進課　保健センター
成人保健担当　感染症担当

事業番号

達成
年度

事業内容

参
考

関連する計画

<禁煙＞妊娠を機に禁煙した者の再喫煙を防止するための取組を検討するにあたり、全国保健師長会調査研究事業を活用して、妊娠・産後
の喫煙状況や禁煙行動に関するアンケート調査を実施した。26年度は、この実態をもとに具体的な取組について検討していく。また、市内全
小学校５・６年生へたばこの健康影響啓発紙の配布は、配布時保護者アンケートにて、家庭でたばこの健康影響について話す機会となって
いることがわかったので、継続して実施していく。
＜エイズ＞青少年やMSM等、感染の可能性が疫学的に懸念されながらも、感染に関する正しい知識の入手が困難であったり、偏見や差別
が存在している社会的背景等から、適切な保健医療サービスを受けていないと考えられるために施策の実地において特別な配慮を必要と
する層に対する予防教育を重点化していく。

第２次地域いきいき健康プランあまがさき（地域保健医療計画）

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5221

（ＡＣＴＩＯＮ）

＜禁煙＞
　平成25年度に実施した調査研究「妊娠期から行う効果的な禁煙支援の検証」（尼崎市民対象）の結果から、
「健やかな妊娠・出産を迎える」という目標が禁煙の動機づけとなった後、「自分のために家族のために禁煙を
する」という長期目標への動機づけ支援を行うことが、禁煙継続の支援として必要であることがわかった。そこ
で、平成27年度は、1歳6か月児健診において、禁煙中及び喫煙している保護者を対象に、パンフレットを作成・
配布して禁煙支援を行うなど、関係部署・機関で連携して取り組んで行く。
　また、禁煙講座を禁煙・COPD対策として強化し、肺年齢測定により自身の呼吸機能を知り将来のQOL維持
のため生活習慣の改善（禁煙・運動・食生活）を図ることで、対象者の健康を維持・増進を図る。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・禁煙講座(8人　延27人）
・肺がん健診の結果通知書でたばこの健康影響に関する情報提供
・母子健康手帳交付時の啓発ビラの配布（4,489人）、必要に応じて保健指導を実施
・乳幼児健診、2歳児歯科検診での啓発ビラ配布　5,000部
・市内全小学校５・６年生へたばこの健康影響啓発紙の配布（7,500部）と保護者アンケート実施・・・学校教育課と連携
・市内こども関連施設・歯科医院への禁煙カレンダー配布(市内の子どもの禁煙啓発ポスター作品）　516部・・・教育委員会・尼崎市
医師会・歯科医師会と連携
・市内小中学生の禁煙ポスターの掲示よる啓発（2月3日～2月6日）・・・学校保健課、尼崎市医師会と連携
・禁煙ポスターの公用車・公用自転車への掲示による啓発（5月26日～6月13日）
・市内主要駅５か所、６支所に受動喫煙防止の啓発のため啓発のぼりを設置（5月16日～6月13日）
・市内禁煙外来マップ作成し、市内禁煙医療機関を情報提供
・立花　子ども夏まつり来場者に受動喫煙の健康影響の啓発、禁煙行動の促進を図る啓発ビラを缶バッチを配布（8月3日）・・・立花
商店街振興組合との協働

・禁煙講座(10人　延40人）
・母子健康手帳交付時の啓発ビラの配布（　4180人）、必要に応じて保健指導を実施
・「妊娠期から行う効果的な禁煙支援について」の調査研究（全国保健師長会調査研究事業）
・乳幼児健診、2歳児歯科検診での啓発ビラ配布　5,000部
・JR尼崎駅前での「子どもの喫煙防止キャンペーン」への参加・・・尼崎東警察署生活安全課の呼びかけ
・市内全小学校５・６年生へたばこの健康影響啓発紙の配布（7,500部）と保護者アンケート実施・・・学校教育課と連携
・市内全小中高校全児童・生徒への兵庫県受動喫煙防止条例の啓発ビラの配布　35,000部
・市内こども関連施設・歯科医院への禁煙カレンダー配布　500部・・・教育委員会・尼崎市医師会・歯科医師会と連携
・市内小中学生の禁煙ポスターの掲示よる啓発（2月4日～2月７日）・・・学校保健、尼崎市医師会と連携
・市内禁煙外来マップ作成のため実施医療機関へのアンケート
・「思春期に多い性感染症について」市内高等学校へ講演会　1校1回100人、・エイズ講演会2回　53人
・市民対象街頭キャンペーン（エイズ予防月間1回、世界エイズデー１回）2回、3000部配布

＜禁煙＞

＜エイズ＞

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

２　女性の一生涯にわたる健康の保持増進方針
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

　望まない妊娠や母子健康手帳交付の遅れ、妊婦健診未受診、駆け込み出産などの課題があるが、医療機関との連絡会議
を積み重ねることより、妊婦健診の未受診妊婦等、ハイリスク妊婦について、医療機関と連携して支援につなげている。
 今後も、継続して医療機関等と連携した支援体制を組み、妊娠・出産期における健康支援を行っていく。

・母子手帳交付時、保健師が全ての妊婦に対して面接相談を実施(７か所：4,180人)
・妊婦健診助成事業(前期：4,167人、後期：3,882人、基本延べ42,136人)
・妊婦歯科健診(18回、401人)

母子健康手帳交付時に保健師による面接相談を実施し、若年及び高齢妊婦、シングルマザー、不安感、喫煙、飲酒等のリスクを把
握し、早期に個別の支援につなげている。また、医療機関と連携し、支援が必要な乳児や妊産婦について、医療機関から情報提供
書を介して、保健師が早期に関係機関と連携しながら支援に入る兵庫県のシステム（養育支援ネット）がある。年２回の医療機関等
との連携会議を開催することで、問題の共有や課題の整理等を行うとともに、関係機関との信頼関係を深め、支援のネットワークを
図っている。

２　妊娠・出産期における女性の健康支援

妊娠・出産期における健康支援

母子健康手帳交付時に全妊婦を対象に妊婦健康相談を実施、ハイリスク妊婦の早期発見、支援し、また妊婦健診の結果報
告を活用し、妊娠中の健康管理と将来の疾病等の予防に努める。

関連する計画

評価１

健康福祉局 健康増進課　保健センター 事業番号

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5222

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5222

（ＡＣＴＩＯＮ）

　望まない妊娠や母子健康手帳交付の遅れ、妊婦健診未受診、駆け込み出産などの課題があるが、医療機関
との連絡会議を積み重ねることより、早い時期からの妊婦健診の受診率が高くなっているとともに、医療機関と
の連携により、支援を必要とする妊婦への対応を行っている。
　今後も医療機関と連携した支援体制を組み、妊娠・出産期における支援を継続して行っていく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・母子手帳交付時、保健師が全ての妊婦に対して面接相談を実施(７か所：4,489人)
・妊婦健診助成事業(前期：4,282人、後期：3,722人、基本：延べ41,717人（うち基本（S)：3,947人）)
・妊婦歯科健診( 18回、456人 )

母子健康手帳交付時に保健師による面接相談を実施し、若年及び高齢妊婦、シングルマザー、不安感、喫煙、飲酒等のリスクを把
握し、早期に個別の支援につなげている。また、医療機関と連携し、支援が必要な乳児や妊産婦について、医療機関から情報提供
書を介して、保健師が早期に関係機関と連携しながら支援に入る兵庫県のシステム（養育支援ネット）がある。年２回の医療機関等
との連携会議を開催することで、問題の共有や課題の整理等を行うとともに、関係機関との信頼関係を深め、支援のネットワークを
図っている。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

２　女性の一生涯にわたる健康の保持増進
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

第２次地域いきいき健康プランあまがさき（地域保健医療計画）

・骨粗鬆症検診
　  （方　法）　問診、骨振動測定器による骨量測定（保健センター：放射線技師、看護師等）
　　（実施日）　毎週月～金曜日
　　　　　　骨粗鬆症検診事後個別指導（健康増進課：管理栄養士、成人保健担当：保健師）　毎週月・水曜日
　　（実　績）　受診者数450人（要精密検査者数71人）
　　（内　容）検診結果に基づく食生活や運動習慣、転倒予防など日常生活での具体的な工夫を取り入れた個別指導、
　　　　　　　ロコモティブシンドロームの認知度向上のための啓発を行い、骨粗鬆症の予防を図る。また、必要に応じて
　　　　　　　受診勧奨を行い、早期治療による重症化予防を図る。
・女性のための健康講座：実施回数　１回、参加者数　12人
・50代からの健康づくり講座：実施回数　２回、参加者数　39人
・ロコモティブシンドロームに関する講座：実施回数　6回　参加人数　236人

３　成人期・高齢期等における女性の健康づくり支援

更年期健康支援

更年期の健康づくり支援のための更年期教室、骨粗鬆症予防教室の取組みを検討する。

　骨粗鬆症検診の受診者数は、年々増加しているものの、骨量安定期の若い世代（40歳未満）の受診割合は少ない(25年度受診者割合：
40歳未満1.0％）。また、骨量の減少する閉経以降の50代、閉経前の40歳代の受診者割合は共に25％、老年期の60歳代は35％、70歳以
上は39％であった。
　これらのことから、“骨粗鬆症は高齢者の病気”という認知が推測されるが、骨の健康度の維持には、骨形成期の10代、安定期・維持期
の20～50代生活習慣が大切である。
　そこで、若い世代が自分の骨の健康度に興味関心を持ち、生活習慣を振り返る機会を作るためにも、検診という手法から、出前の健康教
育と合わせた有料測定会などの手法へ展開していくことを検討したい。

関連する計画

評価１

健康福祉
保健センター

健康増進課・成人保健担当
事業番号

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5231

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5231

（ＡＣＴＩＯＮ）

　骨粗鬆症予防対策について、これまでの検診事業の受診者は年々増加しているものの、若い世代の受診割
合は低い。骨量維持には10代・20代からの生活習慣の維持・改善が必要であり、特に若年女性のやせの増加
が将来の骨粗鬆症の発症増に繋がることが懸念される。そのため、検診事業を健康教育（健康相談）へ転換
し、保健所において毎週月・水に実施する他、出前健康教育として地区まつり等市民が集まる場所での骨量測
定を実施し結果説明を行うことで若年層の意識啓発を行う。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・骨粗鬆症検診
　  （方　法）　問診、骨振動測定器による骨量測定（保健センター：放射線技師、看護師等）
　　（実施日）　毎週月～金曜日
　　　　　　骨粗鬆症検診事後個別指導（健康増進課：管理栄養士、成人保健担当：保健師）　毎週月・水曜日
　　（実　績）　受診者数530人（要精密検査者数89人）
　　（内　容）検診結果に基づく食生活や運動習慣、転倒予防など日常生活での具体的な工夫を取り入れた個別指導、
　　　　　　　ロコモティブシンドロームの認知度向上のための啓発を行い、骨粗鬆症の予防を図る。また、必要に応じて
　　　　　　　受診勧奨を行い、早期治療による重症化予防を図る。
・女性のための健康講座：実施回数　2回、参加者数　20人
・50代からの健康づくり講座：実施回数　2回、参加者数　49人
・トレピエにおける女性の健康ギャラリー展（2月28日～3月5日）

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

２　女性の一生涯にわたる健康の保持増進
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

地域いきいき健康プランあまがさき（地域保健医療計画）

（ＣＨＥＣＫ）　数値目標

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5232

5232

下回った 備考

①子宮がん検診、②乳がん検診の受診者数

目標値
①6,349人
②5,439人

達成
年度

①②ともに増加（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針

事業内容

①子宮がん検診
　【対象者】20歳以上で、4月1日現在、偶数年齢の市民である女性（実施回数は2年に1回）
　【方　法】　問診、視診、子宮頸部（膣部、頸管部）の細胞診検査
　【実　績】　平成25年度　5,470人
②乳がん検診
　【対象者】40歳以上で、4月1日現在、偶数年齢の市民である女性（実施回数は2年に1回）
　【方　法】　問診、視触診、マンモグラフィ検査及び自己触診法の指導
　【実　績】　平成25年度　5,250人
※がん検診推進事業：一定の年齢に達した者に対しがん検診の無料クーポン券を配布し受診を促進する。
対象：子宮がん検診（20･25･30･35･40歳の女性）、乳がん検診（40･45・50・55・60歳の女性）

３　成人期・高齢期等における女性の健康づくり支援

前年

２５
年度

参
考

過去の無料クーポン券対象者で、がん検診未受診者に再度無料クーポン券を発送し、受診の動機付けを熟成・向上させ、が
ん検診の受診促進を図る（働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業）。また、年度内には再度個別勧奨（コールリ
コール）を実施する。
がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発に努め、健康の保持・増進を図る。

子宮がん検診・乳がん検診の実施

子宮がん、乳がんを早期に発見し、早期治療につなげるために子宮がん検診、乳がん検診を実施する。また、がん検診の重
要性などの意識啓発に努め、市民の健康管理意識の向上と健康の保持増進を図る。

（ＤＯ）

２６
年度

１　がん検診
　①子宮がん検診
　　【対象者】20歳以上で、4月1日現在、偶数年齢の市民である女性（実施回数は2年に1回）
　　【方　法】　問診、視診、子宮頸部（膣部、頸管部）の細胞診検査
　　【実　績】　平成26年度　6,349人
　②乳がん検診
　　【対象者】40歳以上で、4月1日現在、偶数年齢の市民である女性（実施回数は2年に1回）
　　【方　法】　問診、視触診、マンモグラフィ検査及び自己触診法の指導
　　【実　績】　平成26年度　5,439人
　※国のがん検診推進事業として、一定の年齢に達した者に対しがん検診の無料クーポン券を配布し受診を促進する。
     子宮頸がん検診（20歳の女性）、乳がん検診（40歳の女性）女性
２　健康教育
　①センタートレピエにおけるピンクリボンキャンペーン　ギャラリー展での乳がん検診受診啓発メッセージボードの掲示と啓発ビラ
を設置（10月7日～10月23日）
　②女性センタートレピエ来場者への乳がんの自己触診や乳がん検診の必要性に関する講座を実施　1回　5人
　③園田学園大学けやき祭で子宮頸がん検診啓発のため展示ブースを開設
　④立花商店街での「立花　子ども夏まつり」にて、がん検診啓発のためパネル展示及び来場者への受診勧奨

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

・平成26年度は、過去に無料クーポン券の配布を受けたが、がん検診の受診が無かった者へ再度無料クーポン券を発送
し受診勧奨を行った。
・がん検診の受診率を向上させるための取り組みを推進していくため、平成26年度に市が行うがん検診受診者を対象とし
た「がん検診受診者アンケート」を実施した。

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

 女性特有のがん検診の対象初年齢（子宮頸がん検診20歳、乳がん検診40歳）となる市民には、今後も無料
クーポン券の発送による検診の無料化と個別受診勧奨を実施する。
 「がん検診受診者アンケート」の結果をもとに受診動機を明らかにするとともに、受診率を向上させるための啓
発や受診環境整備を検討する。

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度28
①5,470人
②5,250人

達成している

評価１

２　女性の一生涯にわたる健康の保持増進

５　女性の生涯にわたる健康の確保

方針

健康福祉局 保健センター・成人保健担当

目標・実績

女性特有のがんについての検診であるため対象を女性に限定している。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

26年度

事業番号

評価２

受診率を高めるための対象者の絞り込みや広報等、今後の取組方法について、調査研究を進められたい。

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標

実施内容
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

生涯を通じた女性の健康を支援するため、多様な年代を対象とする講座を行う。

リプロダクティブ・ヘルス/ライツの視点で、女性の健康についての講座等を実施していく。

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

5233協働・男女参画課 事業番号

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

5233

事業内容

関連する計画

３　成人期・高齢期等における女性の健康づくり支援

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

年
度

25年度

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

達成
年度

参
考

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

28

評価１

市民協働局

（ＡＣＴＩＯＮ）

行政、民間団体、市民団体等と協力しながら事業（展示、情報提供、セミナー等）を実施していくことで、女性の
健康について幅広い周知につながるよう努める。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

○『ピンクリボンキャンペーン　ギャラリー展＆無料インベント」（15日間）
○「女性のための健康ギャラリー展、カフェセミナー」（6日間）

○「もっと知りたい！女（ワタシ）のカラダin尼崎　上手に女（ワタシ）のカラダと付き合うために」開催
（内容：女性の体についての基礎講座やリラックス法、ストレスなど、女性の健康について学ぶ　講師：三宅侃、福井幸子、高見陽子
受講者：107人）

今後の方向性

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 ５　女性の生涯にわたる健康の確保

２　女性の一生涯にわたる健康の保持増進

女性の健康についての啓発
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